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「慰霊の集い」に参加し運動の継続を誓う勤労協の仲間 

しずおか                                           ２０１８年 ７月 ３０日            

県勤協連ニュース    ３３５号 
                     

静岡県勤労者協議会連合会 

                    TEL・FAX 054-273-5130 

          ホームページ   http://www.kinrokyo.net/shizuoka/ 

                 Ｅ－メールアドレス shizuoka@kinrokyo.net  
 

原水禁県民会議２０１８年度総会開催 
 原水禁静岡県民会議の２０１８年度総会が７月２９日（日）１１：３０から、静岡労働会館で開催

されました。総会は橋本勝六代表委員の挨拶を受けた後、鈴井孝雄事務局長から２０１８年度活動方

針として、①核兵器廃絶に向けた取組み②被爆者援護の取組み③脱原発・エネルギ－政策の根本的転

換を求める闘いを、進めていくことを決定しました。 

 ２０１８年度役員 

代表委員 橋本勝六（社民党）神谷康仁（全農林） 

事務局長 鈴井孝雄（県平和センタ－）常任幹事 ５団体６地域 

 総会終了後、引続き原水禁世界大会静岡県代表団の結団式と第２１代高校生平和大使の紹介があり

ました。 

 

中国人殉難者の慰霊 

先輩が続けてきた活動を通じ、平和の尊さを再確認しよう 
 

伊豆の国市勤労協と三島市連合勤労協は、今年

もまた、「第４３回西伊豆町中国人殉難者慰霊の

集い」に参加しました。 

 ７月８日に慰霊碑前で開催された「集い」には、

主催者の町内会住民、周辺自治体関係者、日中友

好団体等１１０人が集い、両勤労協からマイクロ

バスで２５人が、先輩たちが築いた運動の継承と

戦争への反省を誓いました。 

 太平洋戦争末期、１７８人が仁科村（現西伊豆

町）に中国から強制的に連行され戦線工業に就労

したが、極度に悪かった食糧事情と強制労働のた

め８２人が死亡しました。 

 これらの遺体は、１９５４年に「殉難者慰霊実

行委員会」が遺体を掘り起こし、葬儀を行い遺骨

は本国に送還されました。この運動の中心人物であったのが韮山町長を努め代議士も経験した久保田

豊さんと、三島市選出の県議だった酒井郁造さん。こうした関係から慰霊碑が建立された１９７６年

以来、両勤労協の関係者は共同して「集い」に参加をしてきました。 

 慰霊碑の碑文には「母国の解放を見ずに他界された殉難者の霊を慰めると共に、このような悲惨な

犠牲をもたらした戦争への反省と、子々孫々に至るまでの日中友好の誓いを固める」と刻まれていま

す。                                （報告者 仁杉秀夫） 
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【中国人殉難者の慰霊碑について】 

 

伊豆の天城一帯は鉱山が多くあり、太平

洋戦争中に西伊豆町仁科に資源確保の

ための戦線鉱業株式会社が作られまし

た。この鉱山では日本人の囚人と強制連

行された中国人２００名が働かされた

が過酷な労働で死亡率は５２％にもな

る異様なものでした。（連行中に死亡し

た数も含む） 

この中国人殉難者の慰霊碑の建てられ

ている場所は労働者の宿舎があった場

所で、今でもコンクリートの土台が残っ

ている。 

１９７６年に異国の地で散った人々の

霊を慰め日中友好の絆を固めるために、

このゆかりの地に慰霊碑が建立されま

した。 

西伊豆町中国人殉難者慰霊の集いに参加 
  

第４３回中国人殉難者慰霊の集いが７月８日（日）午前１

１時より、西伊豆町大沢里白川の中国人殉難者慰霊碑前で

開催されました。 

 三島市勤労協から１４名、私たち伊豆の国市から１１名

がマイクロバス１台で参加しました。集いは、慰霊の碑を

星野西伊豆町長、栗

原静岡県日中友好

協会理事長が述べ、

東福寺住職の読経

で大勢の参列者の

焼香が続きました。 

 太平洋戦争末期に西伊豆町（当時仁科村）へ強制連行され、

過酷な労働条件の下で命を落とされた中国人の霊を慰める集

いです。慰霊碑の碑文を紹介しておきます。 

碑文 

「太平洋戦争末期、多数の中国人が強制的に連行されわが国の

鉱山、土建、荷役等の労働に従事させられた。その一部１７８

名が当時仁科村（現西伊豆町）にあった戦線工業に就労した当

時の極度に悪かった食糧事情と強制労働のため、このうち８２

名が現地において死亡した。これらの遺体は、１９５４年殉難

者慰霊実行委員会により手厚く葬儀が行われた後、遺骨は本国

へ送還された。このたび有志の発起により、母国の解放を見ず

に他界された殉難者の霊を慰めると共に、このような悲惨な犠

牲をもたらした戦争への反省と、子々孫々に至るまでの日中友

好の誓いを固めるため、ゆかりの深いこの地に、中国人殉難者

の慰霊碑を建立した次第である。   1976年 7月 4日  」      

  （報告者 土屋建次）  

 

 

 

 

 

☆伊豆の国市勤労協 

ボウリング大会を開催 

暑気払いを兼ねたボウリング大会を７月１４日(土)午

後６時より大仁ボウルに於いて開催いたしました。 

今回は、８レーン枠しか取れず、ファミリー、女性、

職場、地域混合の各チーム３５名の参加者(男性２５〈幼

児１〉、女性１０)で熱戦が展開されました。 

西日本集中豪雨被害、酷暑続きの厳しい状況でしたが、

久しぶりのボウリングに予想外のガーターやスペアが取

れないの嘆きの声が発せられ、またファミリーチームが

各地区活動報告 

http://www.chizumaru.com/maplink.asp?SER=all&D=all&X=499873.359&Y=125287.508&SCL=3710
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母親に代わって幼児が転がし台からの投球に大きな声援もあり、両親、祖父母、幼児孫の３世代参加

チームが好成績を出されました。 

参加者全員に賞品が、また野菜の提供もで、皆さんに大変喜ばれました。 

皆さん、和気あいあい、賑やかに楽しい一夜を過ごすことが出来ました。 

成績は 優勝 田中誠一郎さん（ファミリー） スコア 330点 

    ２位 内久保成貴さん（職場）   スコア 315点 

    ３位 小粥章良さん（ファミリー） スコア 287点 

（通信員 小粥崇男）  

☆三島市勤労協 

            親睦暑気払い 

 

毎日、うだるような猛暑が続いていますね、近年にない酷

暑です。 

三島市勤労協では６月２３日（土）恒例の暑気払いを、御

殿場時之栖の８０分コースでバイキング、飲み放題で行いま

した。時間が短い様なきもしますが肉、野菜、麺類、寿司、

カレーライス、各種ビール、ジュースなどに頑張って挑戦し、

時間内でもう満腹でした。最後はアイスでしめました。    

楽しい会話も進み親睦を深める事が出来ました。 

帰りはそれぞれが館内の土産店で買い物を楽しみ帰路に

着きました。 

                 （通信員 山田信昭） 

 

 

☆掛川市勤労協 

恒例『夏の親子映画会』をお楽しみに 

 

今年も各会場で「夏の親子映画会」を開催します。 

日   時 会     場 支 部 上 映 内 容 

８月１日（水） 
９：３０～ 中央小学童保育所 

中 央 
 

◎日本昔話から 

◎ドラえもん 

◎ちびまる子ちゃん 

◎東日本大震災記録映像 

◎ヒロシマから 

子どもたちへ 

１３：３０～ ひまわりクラブ学童保育所 

８月２日（木） 
９：３０～ 佐東小学童保育所 大 東 

１３：００～ さくらぎこども館 桜 木 

８月３日（金） 
９：３０～ 横須賀小学童保育所 大須賀 

１３：３０～ 千浜小学童保育所 大 東 

８月６日（月） 
９：３０～ 土方小学童保育所 大 東 

１３：００～ 鳥居町公会堂 掛 二 

８月７日（火） 
９：３０～ 大渕小学童保育所 大須賀 

１３：３０～ 大坂小学童保育所 大 東 

８月８日（水） 
１０：００～ たつのこ・げんき学童保育所 

城 北 
１３：３０～ わくわくクラブ学童保育所 

８月９日（木） １３：３０～ 西山口小学童保育委所 西山口 
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 「非核平和都市宣言アクション８」 

第２次世界大戦から７３年、あの忌まわしい戦争を知る世代も少なくなり、教訓を次世代へ伝承す

ることの大切さが指摘されています。東アジアの緊張も、緩和の気配が窺える昨今ではありますが、

二度と来た道を逆戻りしないよう、平和の意味を確かめ合いたいものです。 

 非核平和宣言都市「かけがわ」、宣言の意義を忘れないように今年も８回目の平和展を開催します。 

◆と き １０月１９日（金）～２１日（日） ９：００～１７：００（最終日は１５時まで） 

◆会 場 掛川市立中央図書館  

戦時物品、写真パネル展示など多数を展示予定です。あのとき、あのころあった現実を、ぜひご自分

の目でお確かめください。 

◎展示品にご協力いただける方はお申し出ください。 

（掛川勤協 NEWS 第１２０号より抜粋） 

 

 

☆袋井市勤労協 

第１０回平和写真展に ご家族でお出かけください 

◆日 時 ８月１日（水）～１０日（金）  

９時～１７時（1日と 10日は短縮） 

◆会 場 市民ギャラリー（袋井市役所２階） 

袋井市は、恒久平和をめざし、悲惨な戦争体験を風化させないため２０１

０年核兵器廃絶平和都市宣言をし、平和の尊さを次世代に語り継いでいくこ

ととした。 

袋井勤協は、都市宣言の具体化として平和展写真を開催し、戦争の愚かさ・

平和の大切さを訴えます。 

ご覧頂き一緒に考えましょう。 

【展示内容】 

写真パネル「原爆と大戦の真実」、戦時下資料品、 

ＤＶＤ上映、図書展示、折鶴コーナー 

 

（写真 右：原爆投下直後、長崎に入った米海兵隊従軍カメラマン・ 

ジョー・オダネル氏撮影 

写真 左：「おにぎりを持つ少年」長崎原爆投下翌日 8月 10日に長崎に入った   

従軍カメラマン・山端庸介氏撮影） 

 

 

歌声喫茶を開催 

第６回歌声喫茶は、５月２１日、勤労協会館で男女２９名参加により開催された。  

今回は歌詞カードファイルを全員に配布、毎回綴じていけ

ば無くすことはありませ

ん。 

男女の掛け合いの曲

「籠の鳥」を歌った後に

は、歌詞の中の男女の悩

ましい関係に「ウーン！

若い頃を思い出したな
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あ・・・」との男性の声も聞かれました。 

次回７月２３日の第７回から２年目に入ります。 

『大きな声、皆で歌えばストレスも発散できます。』 

 

 

第６７回定期総会を開催 

袋井勤協は、６月１日第 67回定期大会を、老人福祉センター

「白雲荘」で開催した。 

２０１７年度事業・決算・監査報告及び２０１８年度活動方針・

会計予算案等の議事はいずれも満

場一致で承認された。 

 大会に続き、「袋井タスカルネッ

トワーク」事務局より事業内容の説

明も受けた。 

昼食休憩を挟み、待望の 「懇親交

流会」の始まりです。 

寺井会長の司会・ナレーションにより、カラオケ・舞踊・ハモニカ演奏・

どじょう掬いにマジック等 

21組の出演者はプロ並みの芸を披露した。  

会員相互の交流も深まり、楽しい時間となりました 

 

 

 

 

 

 

浅羽海岸松林の下草刈り  

 

６月３日に浅羽海岸松林の下草刈りを行いました。 

平成 17年から 5年間に、私達も参加して植樹した「黒松」が大

きくなってきました。 

成長の妨げとなる草木を除去する下草刈り作戦に、袋井市農政課

の要請を受けで緑のボランティアとして 12名で参加しました。 

今年度の 2回目が 10月予定、多くの団体・市民の皆さんと共に

行動してみませんか 

 

 

 

 (袋井勤協ニュース NO433より抜粋) 
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◆◇◆ 県勤協連 掲示板 ◆◇◆ 
 
◎清水地域勤労協 

 ・8月 12日（土）「平和の塔」清掃  

 ・9月 18日（火）～22日（土）平和パネル展「沖縄戦争」（仮題） 

 はーとぴあ清水１階ギャラリー 

   

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

  


